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チ ャ フ ル の イ シ ル 語 歌 謡

馬 淵 卯三郎*八 杉 佳 穂**

Some Ixilic Songs in Chajul, Quiche, Guatemala

 Usaburii MABUCHI and Yoshiho YASUGI

   The  Ixil inhabit the northern part of the department of El 

Quiche, Guatemala. The geographical environment of this zone 
isolates them from western culture, and they are conservative in 
their retention of indigenous life-ways. Chajul, one of the three 
municipios of the Ixil people, is located on the eastern slopes of the 
Cuchumatanes. 
   This article describes some Ixilic songs of the Chajul. Al-
though Ixilic songs sound indigenous, and the style in which they 
are performed is clearly indigenous in rhythmic as well as vocal 
terms, the notated melodies seem to be European. Musical analysis 
of the songs revealed  that  : i) the melody type or frame shown by the 
note example G is found in many songs, ii) this melody type or its 

prototype(s) could have existed in Pre-Columbian times, and iii) 
the melodies transcribed in this article probably resulted from the 
introduction of the European ones among the Chajul, who should 
have had already such melody types as the example G of p. 167.
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は　 じ　め　に

　 この小論 は,1976年12月25日 か ら29日 までチ ャフルChajul(キ チ ェ/グ アテ マラ)

に滞在 した際 に調査 ・録音 した言語 および音楽資料の うち,特 にイ シルIxil語 によ

る歌謡(歌 詞 と旋律)に 関す る報告 である。

　現在までの ところ,イ シル語を主 と して取 り上げた文献 はないようであ り,ま た,

今 回 の調査地チ ャフルにおけるイシル語歌謡 に関す る文献 は,本 報告以前 には見 当 ら

ない。

　調査 に協力 して くれた人たちは次 の通 りであ る。　 (イ シル名を,イ ンフォーマ ン ト

たちの示 した表記法に従 って記 し,ス ペイ ン語 の名前 は省略 した。)

a.Luc　 18才,農 業 。

b・Xalvi　 17才,農 業 。

c.Mar　 9才 。

d.Xap　 Cap　 41才,農 業 。

e.Bel　 Anai　 30才,雑 貨 行 商 。

f,　 (マ リ ンバ 奏 者)(3名)。

9・(Tambor奏 者)老 人 。

h・(Chirimiya奏 者)中 年 。

i.Mar　 Tzabas中 年 。

j.Tec　 Mus中 年 。

k・(Conjunto　 Amanecer　 con　 Cristo)(ヴ ァ イ オ リ ン,ギ タ ー3,両 皮 締 め 太 鼓

　 　 +マ ラ カ ス,亀 甲 太 鼓 の 計6名)

　 この うち女性 はc,iの2名 。また殆 どスペイ ン語がわか らないのがf,9,　 h,　kで あ

る。kの 亀 の甲の太鼓(イ シル名不 詳)は ナ ワ トル語でayot1と 呼 ばれていた もの

[MARTI　 l968:35,38]に 当 る。木製擾 は2本 。

　録音 はオープ ン ・リール とカセ ットで並行 して行なわれたが,歌 詞採取お よび採譜

はすべてオープ ン ・リールで録 音 された ものに依 った。(後 出録音 リス ト参照。)

　 なお本文 は,1か ら皿までを八杉 が,Nを 馬淵が担当 した。

　　1.イ シ ル 族 に つ い て

　 イシル族 は,グ アテマラ国キチェ県departamento　 del　Quich6の 北 部の3っ の村
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図1イ シ ル 地 方 図

municipios,ネ バ フNebaj,サ ン ・フア ン ・コツァノヒsan　 Juan　 cotzal,チ ャフル

Chaj　ulを 中心 に,ク チ ュマタ ン山脈Los　 Altos　 Cuchumatanesの 北 側斜面か らさ ら

に北 の低地熱帯雨林に至 る山岳地帯 に住む マヤの一 部族である。その人 口は約46,000

人 で ある[KAuFMAN　 l970:55]。

　 イシル族 が住む地域 は3,000m級 の 山 々の連 なるクチュマタ ン山脈に遮 られてい

るた め,他 地域 との交流は少 な く,人 々は保守的であ り,容 貌 ・気質 ・風俗 ・習慣 ・

言語等 の特徴を他 と異 に している。

　歴史的 には,こ の地 域に も古代 マヤ文明の遺跡が点 在する ことか ら,か な り昔 まで

遡 る ことがで きる。特に興 味深 いのは,ネ バ フの遺跡 か ら,低 地 マヤ式土器類 ととも

に,他 の高地 マヤの遺跡には見 られ ない擬似ア ーチを持つ墓 が見付か った ことであ る。

ネバ フ遺跡 を発掘 したKidderら は,600年 か ら1,000年 頃 まで栄えた遺跡 としている

が,さ らに,イ シル族 は高地 と低地 をつ な ぐ中間商人の ような役 目を果 していたので

はないか という推測を してい る[CoLBY&vAN　 DEN　 BERGHE　 1969:39]。

　 言語学的 にみて も,イ シル語 は高地 と低地の両方の特徴 をあわせ持 ってい る。即ち,

音韻 ・形態論的に は高地マヤ諸語 と同 じような特徴を持つのに対 し,統 語面では低地

マヤ諸語 と似た特徴を もってい る。

　 このよ うに,イ シル族 は他 か ら隔絶 され,ま た,古 くか ら高地 と低地の接点に住 ん

でい るために,民 族学や言語学 の研究 に,さ らに は古代 マヤ文 明を考え る際に,マ ヤ
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族の中でも特に重要な地位を占める部族とみなすことができる。

皿.チ ャ フ ル に つ い て

　チャフル は高度約2,000mの 地 にあ り,ク チ ュマ タン 山脈の東斜面 に位置す る。

中心部 の人 口は約6,000人,周 辺部を入 れて約 ユ8,000人,そ の うち約89パ ーセ ン トが

イ シル族で,残 りはラデ ィノladinoで あ る。 アルデ ァaldeas(=小 村)が9,カ セ

リオcaserios(一 少 数の家 か らなる単位)25か らな る面積1,524　 km2の,行 政面か

らいえば重要度 の低 い第3級 の町で ある。

　イ シル の中心地 ネバ フは,グ アテマ ラ市 か ら239km,キ チ ェ県 の行政中心地 のサ

ンタ ・クルス ・デル ・キチェSanta　 Cruz　 del　Quich6か ら85　 kmの と ころにあ る

が,チ ャフルはさ らに奥へ23km入 った ところに位置 している。

　サ ンタ ・クルス ・デル ・キチェか らは未舗装 の山道 で,途 中3,000m級 の 山 々の

餐え るクチ ュマタ ン山脈 が横たわ るため,外 部 との交流が少な く,他 か らの影響が比

較的少な い町であ る。

　男達は,他 の村の男達のように南部海岸の大農場に出稼ぎに行 くことは少なく,ほ

とん どの者は土地 に留 ま り,主 に農業に従事 して いる。主産物 は トウモ ロコシで,他

に豆,コ ーヒー,じ ゃがい も,ウ ィスキル等 を産す る。産業 はマゲ イの繊維か ら紐 や

網袋 を作 る他,こ れ とい った ものはない。因みに,男 達 の1日 の労働賃金は1ケ ツ ァ

ル(米 貨1ド ルに相 当)前 後 である。女達 は,家 事 の他 は,ウ ィ ピルや帯を織 って暮

している。他の村の女性のよ うに積極的 にウィピル等 を売 り歩 くことはな く,そ れ ら

か らの収入 はほとん ど期待で きない。

　 唯一 の交通機関 は,週2便 ネバフとチャフルを往篠 しているバ スで ある・それ以外

は,自 分 の足 に頼 らざるを得な い。バスは市場が開かれ る前 の晩 にや って来て,市 場

が終わ る頃帰 って行 く。唯一の交流場 とな る市場 は,週2回 だ け,即 ち,火 曜 日と金

曜 日の朝9時 頃か ら夕方 まで,教 会の前の広場 で開かれ る。チ ャフルの人 々は もちろ

ん,コ ツ ァルやネバ フか ら商人や人が集ま って来 るが,ネ バ フの ものに比べ ると規模

は小 さい。

　 このように,チ ャフル の人 々は,他 の土地 の人 々と比べ て,外 部 との接触が少 な く,

土 地 との結びつ きが非常 に強 い印象を受 ける。その顕著 な例 として,ス ペ イン語 をま

ともに操 れるインデ ィオがほ とんどいな いことを挙 げ ることがで きよう。他 の インデ

ィオの町で も同 じような状態の所 が多 いが,そ れで も,外 部志 向の強 い家庭 で は家庭
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内でスペイン語を努めて話すように心掛けているため,2言 語を完全 に こなせ る人

(極端な場合は,母 語を完全に失ってしまいスペイン語 しかしゃべれなくなった人)

に出会 う率は,チ ャフルに比べると高いように思われる。

　村の中でも交流は限られている。縁の近い人々の間でしか結婚は行なわれていない

し,ご く近い親類の人々との付き合いしかない。最近,神 父が他の村の人との結婚を

すすめて少 し変 ってきたが,そ れでも,容 貌 ・姿を見ただけで,大 きく幾つかに分類

できるくらいの血の濃さを感 じることができる。

　考古学的には土器を伴 った文明の証拠が2世 紀以前か らあったことが確かめ られて

いるが,チ ャフルは,こ の地域で征服期以前から重要な地であったようである。現在

はイシルの玄関ともいえるネバフにすべてを譲 っているように思われる。しか し,宗

教的には,こ の地方最大の聖地 といわれるフィルHuyl山 とともに,周 辺に信仰の対

象となる山々を多くもつ こと,他 の村と比較して大きな教会をもつことからわか るよ

うに,今 でもこの地方の中心地である。

　チャフルは,グ アテマラで も指折りの僻地であり,古 い伝統をよりよく残 している

村と考えられ,ま た言語学的に興味深いので,予 備調査の村として選んだが,僅 か3

日間で,か なりの数のイシル語歌謡が採集されたことからわかるように,時 間をかけ

れば,さ らにおもしろい結果が得 られ,諸 方面の研究に豊かな実りをもたらす村と思

われる。

㎜.チ ャフル の イ シル語 歌 謡

　　　　　 その歌詞について

　以下に用いるイシル語の表記 は,ア

メ リカ言語学で一般に用いられる音声

字母を用いた簡略音声表記である。な

お,母音が初頭にある場合,義務的に声

門閉鎖がその前に現われるが,そ の表

記は略すことにする(たとえば'o¢o¢→

0¢0¢)。

表1　 イシル語チャフル方言の簡略音声表記法

子

音

短

母

音

 p  t  OseeCk  q 
b' t'  0'  C'  é'  C.' k' q' 

 s g g 
m n 

 vlry

 X

i

e o

a

長

母

音

11

 CC

 as

00

 Lill

 I  .  1..  kamec/na/b'an/cici

 kam-e¢: "何"
。

na〈ni十a:不 完全相(又 は現在時制,継 続を表わす)のniに 主語を表わす
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　　人称代名詞A(以 下,人 代Aと 略す)の 二人称形aが ついたもの。

b'an:動 詞"為 す"。

¢i¢i:``あそこ"。

*)人 代Aは
,他 動詞文の主語と自動詞文の不完全相における主語,そ れに

　 所有代名詞の役割を果す。人代Aの つ く語が子音初頭幹か母音初頭幹か

　 で形は少 し異なる。

　　　　　　　　　　人 称 代 名 詞Aの 例

子音初頭(q'ab手) 母音初頭(o¢o¢家)

1st　 Sg.

2nd　 Sg.

3rd　 Sg.

1st　 pl.

2nd　 pl.

3rd　 pl.

in　q'ab

aq,ab

iq,ab

qu　 q,ab

eq,ab

iq,ab　 daqnaq

V-0¢0¢

av-0¢0¢

t-0¢O¢

q-0¢O¢

et-0¢0¢

t-0¢0¢caqnaq

2・xit/ve,t/at/a蓉/tenam

　 Xit:否 定 詞"な い"。

　 ve't:あ る種の感 じを添え る語。正確 な意味 は不明であ るが,　ve'tの あ るな

　　　 しで,意 味はかわ らない。

　 at:"あ る,い る"。

　 a首:人 称代 名詞B(以 下,人 代Bと 略 す)の 二人称形。

　 tenam:"村"。

　 *)人 代Bは,他 動詞文 の目的語,自 動詞文の完全相におけ る主語,そ れ に

　　　補語文 の主語の役割を果 す。

　　　　　　　　　　　 人 称 代 名 詞Bの 例

lstsg.

2nd　 sg.

3rd　 sg.

lstpl.

2nd　 pL

3rd　 pl.

at　in¢i¢a　 私 は こ こ に い る

ata蓉 ¢1¢a

at¢i¢a

ato¢1¢a

ate蓉 ¢1¢a

at　caqnaq¢1¢a

3・q,aven/in/paqt/¢i¢a

　 q'av-en:動 詞 　 q'av"も ど る"の 命 令 形 。

　 in　paqt:"も う 一 度"(参 考:in　 val"ひ と つ",　 ka　val"ふ た つ")。
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　 　 4。tula/6ib,in/se,e

　 　 　 　 tul-a:"そ れ で,そ の と き"。

　 　 　 　 6ib'-in:6ib'"う れ し い"。　inは 人 代Bの 一 人 称 形 。

　 　 　 　 se'e<s-a-e:あ な た に 対 し て"(参 考:sve"私 に",　 ste"彼 に")。

　 　訳 あ な た は あ そ こ で 何 を し て い る の 。 　 ・

　 　 　 　 あ な た は 村 に 居 な い 。

　 　 　 　 も う一 度 こ こ に 帰 って き て 。

　 　 　 　 そ れ で 私 は う れ しか っ た(あ な た が 帰 っ て き た の で,私 は あ な た に 対 して 満

　 　 　 　 　 　 足 し た)。

皿 ・　 1・tale/al/a§/6eel!in/サuCe,ii

　 　 　 　 tal-eala首:"あ な た は ど こ に い る の か"。

　 　 　 　 6eel:"今"。

　 　 　 　 in:人 代Aの 一 人 称 形,所 有 を 表 わ す 。

　 　 　 　 6u6-e,ii:6u6``母",　 e,-iiは 接 言吾。

　 　 2.malaya/onkone'ii

　 　 　 　 malaya:意 味 不 明 。

　 　 　 　 onkon-e'ii:"無 知"。

　 　 3.ye,le/ve,t/xatu,/la/vilaヨ

　 　 　 　 ye'1-e:否 定 詞"な い"。

　 　 　 　 xat-U,:``い つ,,。

　 　 　 　 la　v-il-a9:1aは 未 来 を 表 わ す 。　 vは 入 代Aの1人 称 形(主 語)。 　 i1:動 詞

　 　 　 　 "見 る"。

　 　 4.mi/xeb'ノeqal/tu1/mi/xeb'/kab'i

　 　 　 　 mi　 xeb':"～ も な い"。

　 　 　 　 eqal:"あ す"。

　 　 　 　 tu1:"そ し て"。

　 　 　 　 kab'i:"あ さ っ て"。

　 　 5.so¢/ve,t/a§/ye,1/in/paqtlla/vil!ve,t/aヨ

　 　 　 　 so¢:動 詞"消 え る",　 so¢一誘"あ な た は 消 え た"。

　 　 6.ilin/ila/val/6aq/koq/vaq/ee,lin

　 　 　 　 il:動 詞"見 る",　 il-in"私 を み よ"。

　 　 　 　 ila:ssこ こ"。
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　　 v-al:"私 の息子"。

　　 6aq　koq　 vaq:意 味 不明。　koqは 疑 いを示す語 。

　　 ee'Mn:"私 と ともに"。

　　 (試訳:"こ こ に私が いるといわないで")

7.oq,oq/ku首/in/b,a/ta/vo¢o¢/va/vatimb,al/va/vilamb,al

　 　 oq'-oq　 in:"私 は泣 くだ ろ う6'。

　　 ku9:ku首 が修飾 する語 の意味を強めた り,限 定す る機能 を もつ。"ち ょう

　　　　 ど","そ れ だ け"。

　　 b'a:"ほ ら","さ て"。

　　 ta(〈ti-a)v-o¢o¢:"あ な たの家で"。

　　v-at-im-bal:"あ なたが いた所"。

　　 v-il-am-bal:"あ な たが休 息 した所"。

訳.あ なたはど こにいるの,お かあさん。

　　 ど こにい るのか しら。

　　 決 してあなたに会えな い,

　 　 明 日もあ さって も。

　　 あなたはいな くな って しま った。 もう二度 とあなたに会 えないで しょう。

　　 私はいるわ,息 子 よ。 もう決 して私 が共 にいるといわないで。

　　 私 はあなたがいて,休 息 して いた家 で泣 きつづ ける。

　 この歌 は,イ ンフォーマ ン トが歌詞を思 い出 し,前 もって書 きつ けておいた ものを

見 なが ら歌われた。彼はかな り記憶が あいまいだ った ようで,3回 歌い直 したが,第

1回 は4行 目で中断,第3回 目も4行 目か らは忘れた といって歌 うのをやめた。全部

歌 われた2回 目も何度 もつま って歌 いなお しなが ら歌 ったため,歌 った通 りを書きと

る ことをや め,イ ンフォーマ ン トが上述 のように前 もって書 きつ けておいた ものを上

に記 した。 彼の書 いた もの と彼の実際の発音 との間には相違 がみ られた。 た とえ ば

ve't[b,e,t],6aq　 koq[こax　 kox],vaq[b,aq],oq'oq[oq'ox],vatimb'al[b'atimb,　 al]

な ど であ る。

皿.　 1.tan/malaya/tal-e¢/(al)/a蓉 一e/na,-ii

　 　 　　 tan:"な ぜ な ら"。

　　　　 na'ii:か わ いさ,親 愛 の情を表わす。

　　 2・tal-e¢/al/in/CuC-e/na,-e,-ii

　 　 　　 "私 のおかあさんはどこにいるのか しら"。
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　 　 　3、tal-e¢-eb,〆ku》al-e¢/u/onkon-e,-ii

　 　 　 　 "ど こ に い る の か し ら"。

　 　 　4.tal-e¢-eb,/ku§fnik/$ank/a首/6eel-e-i/na(→nik1導ank,enee/a誉 〉

　 　 　 　 甑nk:動 詞"歩 く"。　 　 　 　 ●

　 　 　 　 nik=ni。

　 　 　 5.tal-e¢-eb,/ku蓉/al-ee/al_in/弓u尋_e,_i

　 　 　 　 "私 の お か あ さ ん は 一 体 ど こ に い る の か し ら"。

　 　 　 6.ta1-e¢-eb'/ku蓉/al_ee/a§/6eel_ii

　 　 　 　 "一 体 あ な た は ど こ に い る の か し ら"。

　 　 訳 あ な た は ど こ に い る の か し ら。

　 　 　 　 　私 の お か あ さ ん は ど こ に い る の 。

　 　 　 　 　ど こ に い る の か し ら(知 り よ う が な い)。,

　 　 　 　 　一 体 今 ど こ を 歩 い て い る の か し ら。

　 　 　 　 　一 体 私 の お か あ さ ん は ど こ に い る の 。

　 　 　 　 　一 体 あ な た は 今 ど こ に い る の か し ら。

1v.　 1.　tal-e/nik/palk/a蓉/ta1-e/nik/$ank/a蓉

　 　 　 　 　palk:動 詞"通 る"。

　 　 　 　 　tal-e　nik　 palk誌:あ な た は ど こ を 通 っ て い る の か"。

　 　 　 2.kam-al/la/ul-i'e/蓉e't/inlb,i1-aa

　 　 　 　 　kam・al:"た ぶ ん"。

　 　 　 　 　lau1-i:"彼 が や っ て く る"。

　 　 　 　 　§e,tinb,il-aa:"私 は 言 った,'。

　 　 　 　 　 b'il:"少 し"。

　 　 　 3.　tul/ye,/kat/v-il-a　 v・・ul-e'/na,-e

　 　 　 　 　 ye':否 定 詞 。

　 　 　 　 　 kat:完 全 相 又 は 過 去 。

　 　 　 　 　 v-il-a　v-ul-e:"私 は あ な た が や.っ て く る の を 見 る"。

　 　 　 　 　 ul:動 詞"来 る"。

　 　 　 4。yii/a§/ku首/ti/onkon-e,-ii

　 　 　 　 　 ti:前 置 詞,場 所 を 表 わ す 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

　 　 　 5・oq/na/弓umun-e/nala¢-oq/ye'1。e

　 　 　 　 　 あ な た が 悲 しん で い よ う と悲 しん で い ま い と 。
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　　 　6.na/al-oqla6/vin/kol/q,ab,/s-a蓉 一e-naa

　　 　　 al-oq:"な ん で も な い,重 要 で な い"。

　　 　　 a6　vin　 kol　q'ab's-a9-e-naa:"な ぜ な ら私 の 指 輪 が あ な た の と こ ろ に あ る"。

　　 訳 　 あ な た は ど こ を 通 って,ど こ を 歩 い て い る の か し ら。

　　 　　　た ぶ ん や って く る わ 。

　　 　　 だ け ど も,あ な た が や って 来 る の を 見 な か っ た 。 あ な た の 責 任 よ 。

　　 　　　あ な た が 悲 し ん で い よ う と 悲 しん で い ま い と 問 題 で は な い わ 。

　　 　　　な ぜ っ て,私 の 贈 った 指 輪 が あ な た の 指 に は ま っ て い る か ら 。

v.　 1.tan/malaya/tal-e¢/al-e/onkon-e'-ii

　　 　2・tal-eb,1nik話aonk-ii/6el-i/naa

　　 　　　ど こ を 歩 い て い る の か し ら。

　　 　3・ta1-e¢-e'/al-ee/善 嘘 一e/樋 一e/naa/CuC-e/巾 善一e/ζ崎e/naa

　　 　4.ta1-e¢-eb,/ku蓉/al/a§/6eel/onkon-e,-ii

　　 　5.tal-e¢-eb,/ku蓉/nik/aq,onvikfa蓉/6eel/na

　　 　　 nik　aq'onvik　 a首:"あ な た は 働 い て い る"。

　　 　6.nik。e¢ ノinノ弓umun-e/nik・e¢/v-oq,-ee

　　 　　 nik-e¢in　 6umun-e:"私 は 悲 し ん で い る"。

　　 　　 nik・e¢/v-oq,-ee:"私 は 泣 い て い る"。

　　 　　 oq,:動 詞"泣 く"。

　　 　7.tan/ye,1-e¢/u/kam/v-e¢-aan

　　 　　 kam:"何,も の"。

　　 　　　v-e¢-aan:"私 の 必 要 な も の"。

　　 訳 ど こ に い る の か し ら。

　　 　　　今 ど こ を 歩 い て い る の か し ら。

　　 　　　 ど こ に い る の,お か あ さ ん 。

　　 　　　 ど こ に 一 体 今 あ な た は い る の か し ら 。

　　 　　　 ど こ で 一 体 今 あ な た は 働 い て い る の か し ら 。

　　 　　　私 は 悲 し い の,泣 い て い る の 。

　　 　　　 な ぜ な ら,服 も 食 物 もな い か ら。

N巫.　　1.　tal-e¢1al-e/onkon-e,-ii

　　 　2.ta1-e¢/al/in/ぐuC-e/na'-e/na'e

　　 　 3.tal-e¢-eb,/ku蓉/al-e/a首 ・ee/na,-e'_i
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Mr.

'皿
.

4・xat(u)-e¢-eb'/ku9/1a/v-il-a　 v-ul-e'/naa

訳 ど こ に い る の か し ら。

　　　 ど こ に私 の お か あ さ ん は い る の 。

　　　 ど こ に 一 体 あ な た は い る の 。

　　　い つ あ な た が 帰 って 来 る の が 見 ら れ る か し ら。

　L　 tan/tal-e¢-eb'/ku忌/1a/v-il-v-at-a首 一ee

2.tal-e¢ ・e'/ku蓉/1a/v-il-v-at-e/na'e

3・in/弓u学 一e/ぐuζ一e!na/in/サuCge

4.tal-e¢-eb'/ku蓉/1a/v_i1-v-at/a§-e

5・onkon-e,-ii/onkon-e/tal-e¢-eb,/ku首/la/v-il-v-at-a首

訳 　 ど こ で 一 体 私 は あ な た に 会 え る の か し ら。

　　　ど こ で あ な た に 会 え る の か し ら,お か あ さ ん 。

　　　私 の お か あ さ ん,お か あ さ ん,私 の お か あ さ ん 。

　　　ど こ で 一 体 私 は あ な た に 会 え る の か し ら。

　　　わ か ら な い わ,ど こ で 一 体 あ な た に あ え る の か し ら。

1.ta-malaya/naaa

2・tan/malaya/soy/b'il-om/la/vinaq/naa

　　　soy:ス ペ イ ン語 か ら の 借 用"私 は … … で あ る"。

　　　b'igom:"踊 手"。

　　　vinaq:"男"。

3・tan/b'iq/lq/v-el-a

　　　el:動 詞"去 る"。

4・tan/b,iq/1a/v-ok-e

　　　ok:動 詞"入 る"。

5・malaya/ぐu善 　 　 　 　 　 　
.・

6.ta-malaya/laa/laaa

7.ta-malaya/laa/1aaa

8.　ta-malaya/la......

9.　la......

10.tan/toq-e¢/in/b,an/in/valin/exa

　　　toq:起 動 詞(toq-e¢ →toq-o¢)。

　　　in　valin　 exa:"内 で 役 立 つ"。
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1L　 tan/toq-e¢/in/b'an/in/valin/axa

　　　axa:"外 で"。

12・tan/toq-e¢!導aon-oq-in

13・tan/soy/b,ilom/la/vinaq/naa

14・tan/atlin/puaq

　　　 な ぜ な ら私 に は お 金 が あ る 。

15・tan/at/kam/v-e¢/malaya

　　　kam　 v-e¢:"生 活 用 品"。

(繰 り返 し)

16.tan/eela/koq/in/tu6,/in/vaq/xab,il/eela/koq/in/tu6,/inlvaq/kam

　　　eela:"同 じ"。

訳 　私 は男の踊手だ。

　　　踊 りなが ら外 へ出ること もで きるし,

　　　内へ入 ることもでき る。

　　　自分の家の内で踊ろ う。

　　　招かれた家へ踊 りに行 こう。

　　　通 りで踊 ろう。

　　　私 は男の踊手だ。

　　　私 にはお金があ り,生 活必需品 もある。

　　　　(繰 り返 し)

　　　私 は他の男 と違い,で きないことはない。なんで もで きる。

】x・　 1・malaya/蔭u弓/malaya/naa

　　　　2.vaten/ku9/a9/a9-ee/naa

　　　　　　 vaten　 a首:"あ な た は 悪 い 人 だ"。

　　　　3.tan/kat/aq,ka/in/na,e/na'e

　　　　　　 kat(t)aq'ka-in:"私 を お い て き ぼ り1と し た"。

　　　　4.vaten/ku首/a蓉 一e/na,e/na,喝e

　　　　5・tul/se'e/ku9/te/na'-e/na'-e

　　　　6・tul/katlq'os-o/$ikine/naa

　　　　　　 q,OS-0:``ひ っ ぱ た く"。

　　　　7・vaten/ku蓉/a碁.e/eu弓 一e/〈u弓・e/na

　　　　8.kat-e¢1ku蓉 一ee/sa/in/b,eiye/na
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　　　 sa　in　b'eiye:"私 を だ ます"。

　　訳 ああ,か わいい人 よ。

　　　　お まえ は悪い女 だ。

　　　　なぜ なら俺 を捨 てて逃 げて いったで はないか。

　　　　お まえ は悪い女 だ。

　　　　おまえにひっぱたかれた。

　　　　おまえは悪い女だ。

　　　　おまえは俺をだま した。

x.　 1.b,i¢/t・e¢/Cumun/toq/b'i¢-oq-in

　 　 　　b'i¢t-e¢6umUn:"悲 しみの歌"。

　　　　toq　b'i¢-oq-in:"私 は歌い始 めよ う"。

　　 2・tan/n-in/Cumun-e/toq/b,i¢-oq-in

　 　 　　tan　n-in　6umun-e:"な ぜ なら私 は悲 しいか らだ"。

　　 3・tan/n-in燐umun-a蓉

　 　　　 "な ぜな ら,私 はあなたが原 因で悲 しい"。

　　 4・tan/n-in/尊umun/se,e

　 　 　　 3のa蓉 と4のse'eは ど ち らも"あ なた"だ が,　 se'eの 方 が間接的。　 3は

　　　　"こ こにいるあなた",4は"こ こにいないあなた"と 考 えて よい。

　　 5.tan/n-in/v-oq,le/a蓉

　 　 6.tan/ta1-eb,ノal-a/6i6_in/se,e

　 　 　　6i6-in/se'e:"私 が あなたに語 る"。

　　 7.tal-eb'/ku蓉/ya/ele/6i6-in/se,e　 　　　　　　　,

　 　 8・ni/ku蓉 ノin/サurpla惹

　 　訳　悲 しみの歌を私 は歌 い始めよ う。

　　　　なぜな ら私 は悲 しい。歌い始め よう。

　　　　なぜな ら私 はあなたのせ いで悲 しい。

　　　　 なぜ なら私はあなたのせ いで悲 しい。

　　　　なぜな ら私はあなたのせいで泣いてい るか らだ。

　　　　 どこにいるのだ ろう,ど こを歩 いてい るのだろう。

　　　　私 は本 当にあなたのせ いで悲 しい。

x【・　 1・n-in/ζum/a話/naa

　 　 2・n-in/くum/a首 ノサuサ
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　　　 3・n-in/弓um/a§/naafna'-e/na,e-/naa

　　　 4.tan/tal。eb'/ku首/al-a/6i6-in/naa/naa

　　　 5・n-in/Cumun-e/na/na/na/na

　　　 6・tal-eb,/ku首 一e/al/u/onkon-e/6i6/in-e/na/na/na/na/na

　　　訳 私 は あ な た の せ い で 悲 し い 。

　　　　　 私 は あ な た の せ い で 悲 し い,お か あ さ ん 。

　　　　　 私 は あ な た の せ い で 悲 し い 。

　　　　　　ど こ を 一 体 歩 い て い る の か し ら。

　　　　　 私 は 悲 し い 。

　　　　　　ど こ を 一 体 歩 い て い る の か し ら。

阻.　 1.malaya/naa/toq/b,i¢-oq-in

　　　 2.tan/ye,1-e¢/1a/so¢-e,/vi/b'i¢/in/k'uy/i/mam

　　　　　 ye'1-e¢la　 sO¢-e':"消 え な い だ ろ う"。

　　　　　 vi/b'i¢/in/k'uy/i/mam:"私 の お ば あ さ ん と お じ い さ ん の 歌"。

　　　 3.tan/ye,1-a/ya/tal-a首 一e-na

　　　　　 "決 して つ き る こ と は な い"。

　　　 4.tan/la/b,i¢/in/¢i¢a/enaa

　　　 5.tan/la/koq/so¢/vin/b,i¢-e/naa

　　　　　 vin　 b,i¢・e:"私 の 歌"。

　　　 6.xit-e¢/in/b'i¢-e/i/b'i¢-e¢/in/k,uy/i/b'i¢-e¢/in/mam

　　　　　 "私 の 歌 で は な い 。 私 の 祖 母 と 祖 父 の 歌 な の だ"。

　　　 7.xat/va't-e¢-e/alamale/ye'/alamale/la/b,i¢-lenee

　　　　　 "ど ん な に 人 が 生 ま れ よ う と 生 ま れ ま い と歌 わ れ る で あ ろ う"。

　　　 8。la/koq/善umun/ine/naa

　　　 9.tan/v-oo¢-aq-le/kam/uva/at/s-in/k'ub'1ee

　　　　　 kam　 uva　 at　s-in　k'ub'1ee:"'さ の 中 に あ る も の を"。

　　　　　 v'oo¢-aq-le:"私 は 知 る"。

　　　訳 　 歌 い 始 め よ う。

　　　　　　な ぜ な ら祖 先 の 歌 は 消 え 去 る こ と は な い 。

　　　　　 決 し て つ き る こ と は な い 。

　　　　　　こ こ で 歌 お う 。

　　　　　　な ぜ な ら こ の 歌 は 消 え 去 る こ と は な い 。
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　　　　　 この歌 は私の ものではない。祖先の歌 なのだ。　　　 ・

　　　　　 どんなに人が生 まれよ うと生 まれ まいと歌われ るだ ろう。

　　　　　私 は悲 しくはな らないだ ろう。

　　　　　 なぜな ら心 にある ものを知 ってい るか ら。

　　　　　　 (どの ように生 きるか知 って いるか ら)。

粗.　 1.taqa'/b'i¢-oq-in/taq/6eemnoq/¢aalin

　　　　　 b,i¢・oq・in:"私 は歌お う"。

　　　　　 6eem:ss織 るe'。

　　　 2.¢'u¢/¢u/iyaa

　　　 3.ene/ne/ene/naa

　　　 4.¢,u¢!¢u/¢,u¢/¢uy

　　　 5.taqa'/b,i/ma/b'i¢-e!㎡

　　　 6・nei/na'ei/tuq/in/弓u善/CuC-i/naa

　　　　　　 (1は 唱者が歌 う前に言 った言葉で,歌 われてい るのは第2行 目か らであ る。

　　　　　　採譜CのGI3・1参 照)

　　　　　　訳不詳。

xlv.　1.　toqob'/6eemnoq/nii

　　　　2.xate/b'ima/6ei

　　　　3.kam/ini/ma/ma/6ei

　　　　4,kame/na/b,an/6cl-i/ma

　　　　　　"今 何 を して いるのだ ろう"。

　　　　5.kame/na/b'an/¢ii

　　　　6.xati/b,a/6ei

　　　　7・tuqin/弓uぐ!u/b'eni/蓉ei1善ule'ii

　　　　　　訳不詳。

XV.　 b'i¢meb,a,il"貧 窮 の歌"

　　　　1.kat-e¢/ku蓉/in/malab'a/na,e

　　　　　　三`私には守 って くれ る人がいな くな った"。

　　　　2・nik-e¢/ku首/in/Cumun-ee

　　　　　　"私 は本 当に悲 しい"。

　　　　3.tal-e¢/toq-in/kaxeb,a/sexa

　　　　　　"私 はど こで気晴 しを しよ う(?)"。
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4・katlku9/三n/malab'a/弓uサ

　 "私 に は 保 護 者 が い な く な っ た ジ お か あ さ ん"。

5.e60/ku蓉/te/b,aa

6・te蓉/in/善umun-e/te§/voq,-e

　 "私 は 悲 し い",私 は 泣 い て い る"。

7.善uunken/b'in/サuC/in/Cunken/b'in/b'aa

8・e60/ku§/te/サuサ/サuサe'ii

9・maya/CuCe/malaya/e/malee/in/CuCe,ii

　 訳 不 詳 。

IV.チ ャ フル の イ シル 語 歌 謡

　　　 その旋律について一

　 1.録 音 リス トにつ いて

　この報告では,イ シル語の歌のみを取り上げるが,次 にその依拠資料となったもの

を含む録音 リス トを掲げる。このリス トには,今 回取 り上げなかったものも含まれて

いる。この小論のみでな く,今 後の研究にも同定の必要があるので作製したものであ

るが,言 語資料の場合と異なり,音 楽資料については,作 業にあたって同定に困難を

伴なうことが多 く,ま た,そ れ ら音楽資料の個体性を一般化する方法が確立されてい

ない現段階では,こ のような一覧表は現実に必要なのである。

　 録音リスト

日　 時

1976.

　 12.25

12.27

内 容

イシル語

En　 el　campo　 cubierto　 de　flores

De rama estrella

A　 la　rorro　 nifio

Gampana　 sobre　 campana

イシル語

Morena　 de　 15　afios

Probablemente

イシル語(歌 も)

イシル語(チ ャフルの暦も)

イシル語

Kame¢na　 b,an¢i¢i

同　上

イ ンフ オ
ー マ ン ト  no.

0 i i i 
  no.

asb G1 1

2

a,b,c 3

4

a,b G2

5

1

atb,c
◎　 2

3

a,b 4

d G3 1

G4 1

G5 1

2

歌 詞
no.

1

1
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12.28

イシル語

イシル語(動 詞)

Tale'al　 a忌(canci6n　 de　 110ro)

イシル語

Tan　 malaya　 tale¢aS　 na,ii

同　上

Tale　 nik　palk　 a§

Tan　 malaya　 tale¢ale　 onkoneii

Tale¢ale　 onkoneii

Tan　 tale¢eb　 ku§　la　vilvat　 a§e　I

Tamalaya　 na(サ ン ト像 のcanasteを か

い て歌 う歌,中 断,数 回)

Malaya　 Cuζ 　malaya　 naa

パ シ ュ ・ム シ ュの踊 り(伴 奏)1

同　上 五

Son　 de　 tristeza(violinetta)

B'i¢te¢ φumun　 toq　 bi¢oq　 in(歌 詞 朗 読)

Nin　 6um　 a§　naa　 　 　 ●

B,i¢te¢$aOm(viOlinetta)

(子供の歌)

Malaya　 na　 toq　 b,i¢oq　 in

Kame¢na　 b,an¢ 三¢i(canci6n　 de　 abuelo)

同上(2声 部で)

Tale'al　 a§(断 片)

同上(canci6n　 de　110ro;中 断数 回)

B'i¢ぐumumb'al(説 明,歌 は 断片)

Fiestaの 第1曲

同 第2曲

同 第3曲
Canasteの 踊 りの 音楽 　 1

同　上 ∬

同　上 皿

サント像の踊りの音楽

女 の 踊 り(Cofradiaの サ ン トの フィ エ ス

タに お け る)

9
・

¢'u¢'¢uiyaa(機 織 唄)

Toqob　 6cemnoq　 nii(capci6n　 de　tristeza)

kateゲku§-in　 malab,a　 na,e

(終曲?)

Cofradiaの 音 楽 　 1

同　上 ∬

同　上 皿

同　上

e

f

e

dの 子供

e

d,e

e

9,h

01

・
J

9,・h　 .

k

G6

G7

G8

G9

GIO

G11

G12

G13

G14

G15

3

1

2

3

1

2

3　　a

b

4

5

6

7

1

2

3⊥

　　　b

4

5

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

1

2

3

4

1

2

1

2

3

4

5

1

2

1

五

皿

皿

】V

V

皿

X

1

1

皿

亙

Stella　 Vox　 SP7(G　 l-7:19　 cm,　 G　 8-15:38　 cm),　 D　 202×2,　 Scotch　 225.

録 音 場 所:G3-15はd宅,た だ しG8の1,2は 路 上 。
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2.採 譜 につ いて

　上掲 リス トに示 した音楽資料の うち,イ シル語歌謡のみを採譜 した が,幸 いな こと

に歌い手 たちは,音 高 に関 して は比較的良好で あ った。主要な協 力者で あ った シャプ

・カブ(d)と ベ ル ・アナイ(e)は
,歌 い手 と して有能で はな く,歌 詞を考えなが ら

ポツ リポツ リ歌 うとい った有様であ ったが,一 般 に音程感覚 はよか った。

　採譜にあた って主 な困難 は,音 価 とアクセ ン トの記述方法である。 イ シル語 の歌 は

どれ も,こ の土地本来 の音感 に基づ く旋 律のよ うに耳 には聞 こえ るのだが,採 譜 され

た ものか ら浮かび上 が って くる旋律形態 は,否 定 しよ うもな く西欧的であ る。耳 に聞

いた感 じと譜面化された ものとの この齪酷 の原因が,彼 らの歌 い方に由 ることは明 ら

かであ った。"問"の 取 り方,リ ズ ム感覚(長 短の音価 の組み合わせパター ン+ア ク

セ ン ト配置法),ア クセ ン トの種類,そ して声の音色ない し発声法な どがその原 因で

ある。た とえば アクセ ン トに関 して いえ ば,声 門音が,西 欧的旋律か ら西欧的 リズム

感 を除去す る一要素で あろう。

　 イシル語 に限 った ことではないが,こ れ らの歌の採譜で は,上 記 のような,音 高以

外 の諸要素 の的確 ・厳密な採譜が必要 である。残念 なが ら筆者 はそれ に耐 える記述方

法を持たないので,単 に,拍 子記号や小節線 は特 に理 由の無い限 り記譜せ ず,ア クセ

ン トやテヌー ト記号 などで不十分なが らその歌唱様式を記述す るよ う努 め るにとどま

った。

　 五線上方に付記 された音価 はいわばeditorial　 rationalizationで あ る。

　 母音が延 びているところで は,そ れぞれ歌い方に対応す るよう記譜 した。

　 変位記号の配置 は,そ の出現順 に依 る。

　 速度記号で → を用 いた ものは,次 第に早 くな って いる ことを示 し,一 は,ふ たつ

の早 さの間で安定 していない ことを意味す る。

囎 こ歌われて∫な岡 酷 ↓ を用し・た・

よ はむし咳 」 とでも言己譜すべき歌し坊 で・採譜され熾 こ限つてい凧

チ リ ミア(た て 笛)の 奏 法 の 模 倣 で は な い か と 思 わ れ る 。

　 採 譜 は 記 述 ・分 析 の 都 合 上 下 記 の よ う に 分 類 し た 。

　 A.G5-1,　 G　9-3.

　 B.G7-1,2,3a,4,5,

　 αG13-1,2,3.

　 D.G　 9-1.

　 EG6-2,G9・6.
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F.G7-3b,6,7,G9-2,G8-4.

3.記 述 と分析

　チャフルにおいても,他 のインディオ村落と同じく,ス ペイン語の歌を聞く方が容

易であった。dやeは もはやイシル語の歌を日常口ずさむこともないらしく,思 い

出すのに大変な努力を要 した。 したがって,dやeの 歌 ったものは,採 譜か ら想像

されるほど体裁の整ったものではない。他方,女 たちが布を織 りなが ら,つ れづれを

紛 らして歌っているのがよく聞こえてきたが,彼 女たちが原則としてスペイン語を知

らないことの帰結として,そ れらはイシル語の歌である。しか しそれを近 くで聞 くこ

とのできたのは僅か2曲(G13-1,2),そ れ も一夕,笛 と太鼓の音楽を沢山聞いて興を

催 したものか,そ の座の花に歌って くれた ものである。

　前述のように採譜を見た限りでは錯覚しやすいのであるが,実 際に耳に聞こえる感

じはおよそそれ らしくない例としてBグ ループを挙げておこう。 これは,こ の土地

本来の旋律形態でないことはいうまで もないが,そ して,8分 の6拍 子的に歌い始め

るのだが,も のの2小 節たらずで拍子感覚などはどこかへ消 し飛んで しまい,6/8は

おろか3/4で もない,偶 数拍子とも,各 音にアクセン トがついたものとも何とも,西

欧的拍子か らいえば,わ けのわからないものになってしまうのである。 したが って,

楽譜 として記述されたものからはおよそ想像 しがたいことだが,実 際歌われたものか

らの印象は,た とえばラカ ンドン族の朗請風の歌[馬 淵　1976]に 近いものを感 じさ

せるのである。

　Bグ ルー一プの数曲一 あるいは,ひ とつの歌の数節であるかも知れない一 のみが

半音程を持つが,他 の歌はすべて,み ごとに一貫 して半音程を持たない下降長音階で

ある(CのG13-2の み短調)。

　 イシル語の歌のあるものは,音 階ないし旋律形態では西欧風の外見を持ち,恐 らく,

近世初期西欧の通俗旋律ないし民謡との関連 も実証可能ではないかと思われるのだが,

それにもかかわらずそれ らが地場的ないしマヤ的に聞こえるのは,イ シル語の発音と

抑揚が西欧的 リズム(ア クセントを持 った流れ)を 押 しとどめ,し たがって,そ れを

前提として成立 した拍子感覚を破壊 して しまうか らであろう。シラビックな様式のこ

れらの歌の,シ ラブルひとつひとつを押さえてゆくようなアクセントは,詩 行の最後

のシラブルを延ばして旋律を構成しようとする一種の形式感覚一 それは採譜に明 ら

かであろう　　 と相い侯 って,す べてを朗請風にして しまう。採譜の旋律形態には過

去における西欧の強制が明白に現われているが,こ れ らの歌に地場的性格が強 く感 じ
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られるのはまさに今述べたような,言 語的要素からする同化作用の結果である。

A

G5●1

Ggr3

　Aグ ループ は同 じ歌で,G　 9-3は 訂 正版 と称 して歌 われた ものであ る。G5-1,G9-4

も同 じものであ るが,後 者 はわ ざわ ざ2部 で歌 って聞かせよ うとした ものであ る。 し

か し残念なが ら力足 らず というところであ った。それ に して も,こ れ は,こ の土地 に

おいて西欧風の音楽が どの程度の熱 意を もって宣布 されて きたか,そ の一端の うかが

える興味 ある現象であ る。

　 この歌の場合 ももちろん,と て も記譜 された旋律形態か ら予想 されるような歌 い方

でな く,十 分地 場的歌 唱様式で あったが,他 方,G1やG2に 録 音されたスペ イン語

の歌 はどれ もリズムや拍子 レヴェルで十分非イ シル的で あることを付言 してお きた い。

8

G7●2
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G7-3a

G7.4

G795

　Bグ ル ープについては既 に述べた通 りであ るが,こ こでは,各 曲の後半,音 域 の下

った部 分につ いて触れてお きたい。 この部分 は トリコル ドTrichord(3度 枠3音 の

音列)に よる朗論風旋律であ るが,採 録 した音楽 の大半において,曲 の後半部 にこれ

の平 行現象 が見 られ る。た とえば次のCグ ループを見 られたい。
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　cグ ループの3曲 は,歌 って くれたiもjも,こ れ ら相互間 に,比 較譜で示 したよ

うな対応関係のあ ることを意識 していないに違 いな い。 これ らは,布 を織 る時に 口ず

さむよ うな歌で,そ の意味でまた即興 性の強 い ものであ るが,そ れ らの土台 にひとつ

の基本 的形式 がある ことは容易 に理解 されよ う。

　歌 い出 しの部分 は,聞 き覚えた何かの歌か らの断片的借用であ るか も知 れない。あ

るいは自己流 に変形 して いることであ ろう。 しか し,後 半部 には共通 の旋律(な い し

音配列)パ ター ンの存在 が明 白で ある。図式化すればax(bx…nx)　 aは 自由,可

変;Xは カデ ンツ ・パ ター ン　 　とな る。 音名で いえば,e'に お さまる部分(a)に 対

して,cis'(c'),　 h,　aの それぞれ におさまる部分(x)が カ デ ンツ ・パター ンで ある。

cis'に お さまる部分 は両者 の中間に位置 して多少 あいまいか も知れない。 と ころで,

この図式 は,Aグ ループを除 いて,採 譜 された旋律すべて に共通の構造図式 である。

決 して偶然的 なものでな く,ま た,こ のカデ ンツ ・パター ンは,カ デ ンツに用 い られ

なければな らない理 由があるのだ ろう。

　 このx部 分が十分 に展開 され ると,非 常に安定 した形式感が生 じる。 それをE,F

グ ル ープが示 している。

D

G9。t

E

6・2

ta-le al al  Ceel  in  lu- le'  -i- ma- la- ya  on- ko-  ne- i  ye'  -le  ve'  t

xa- tu' la vi- 1-al mi  xeb` e-  qal tul  mí  xeb' e- qal  so  -e  ve'  -t  a-  1  e-  e- i

ye'  1  I  n paqt la vil al i- 1  in  i- la va- al la  6aq-koq  al ta- le
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al  ad  de- el in  Cu-  de-  i ma- la- ya  ne-  ye'  -le  ve'  t xa- tu' la  vi-1  al

 s mi  xeb e- qal tul la mi xeb' ka-  b'i  soz ve' -t a- le-  i  ye'-1  in  paqt la vil ve' -t al

i-  1 in i- la val  kaq-koq vaq  e'  -  lin o-  q'  oq ku-1 in  tia ta'  vo-  vos

va  va-ti  m-b'al va  vi-lam-  b'al

ta- le al al  lee- 1  in  i ma- la- ya on-  ko-  ne- ye'-le ve' t xa- tu'  la

vi-1 al  vi-1  al mi mi  xeb ve' t e- qal tul la  vi-1 al mi  xeb ve' t ka-

o

G9・6

ta- le a-1 al  Cee- 1 in  §u-  Oe'-  i ma-la- ya  on-  ko- ne- ye' -le  ve'  t  xa-

tu' la  vi-1 al mi  xeb e- qal tul  mi xeb' ka- b'i  50E ve' -t a- y-e-

1-in paqt la vil  ve'-t al  sae  ve'  -t  a-al ye- le  ve'  t la vi- 1 al  i- 1 in i- la val

chaq-koq  ba al son  •  ve'  -t  a-§  ye'l ye  ve'  t la vi- 1  a§  i- 1 in i- la val chaq-koq  vaq  e'  -lin

o-  q'oq  kul  in  b'a  ta'  yo-  05 va va-tim- b'al va vi-  1am-

,
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『

G'7-3b

tan ma- la- ya ta-  le-o a-le on-ko-neii ta-  leb nik  la- onkii  te-11  na ta-  le-

s
oé  a-  le  u-  e  tu-  te na  tu-  te  tu-  te  b- na  ta- le-  oet?  ku§

a- 1  a§ teel on-ko-neii ta- le-  zeb'  ku§ n k  a- a- q' on vi-k  te-  el na

 ni-ke-  o in  tu- mu-  ne  ni- ke-  ea  vo-  q'ee tan  ye'-le-  o u  kam ve- a-aan

G7_6.

 a tan ma- la- ya na a- a tan  ma- la- ya soy  b'i-  lom la vi- naq

na  a-  a-  a- a tan  b'iq la ve-  la tan  b'iq la vo-kee ma- la- ya Ivl

tan  ma- la- ya (la la la ) tan  ma- la- ya tan  ma-  la- ya
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tan  to-qe-z  in  dá-  nin va-  lin e-  xa tan to- qe-  e in  da- ninva-  lin  e-xe tan to-  qea  ta

 a

o- noq in tan soy  li-tom la vi- naq  na- a tan a- t in pu- aq tan at  kam  veo  ma-  la-

ya  (la  la  la  tan soy  bi- tom la  vi-naq __ (la la la 

tan ee-la ko- qin tu- e in vaq  xa-thl ee-la ko- qin

tu- 6' in vaq kaam

G  7  •  7

ma- la- ya (u  ma-  la-ya na va- ten kul al a-  le- e  naa tan ka- t a-q' ka

 in na' -e ea' -e va- ten  kul a- lee  na' -e  na' - e • tul se' - e kul te

na' e na' -e tul kat  q'  o- so  Ai- ki-  ne  na va- ten  kuá a-  ¿ea  lu- eu- na

ka-  tee  ku- tee sa  in ,  lie-iye na
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69・2

ma- la--ya naa toq b'i-  co- q-in  anye'-"lee la so-  ce  vi b'i- e in k'uy  1 mam

tan ye-la ya  ta la-  te na tan la b'i- e  in  ei-  ea e- naa tan la  koq  soe

 e  viñ  b1-  ce naa

 

x  I- te-e in b'i-  re i b'i- ce- e  in  k'  uy  i b'i-  ze-e  ín  mam

xat va' -te-  ea a- la-  ma- le ye' a- la- ma- le la  lije -le-  nee la koq  u-mun

   ne naa tan  voo  gag- le  kam u- va a- t sin  k'ub' lee

G8-4

 nin  Dm) a- te  na  nin  dum  a- ge  uu nin  lum a- te  na na'e  na'  -e naa tan  ta-leb'

ku- t ala  di- d i-ne naa  nin  bu-mu- ne na na na na ta-  leb' ku-te  a-

1 u  on-  ko- ne  ti-  ti i-ne na na na na

Eは,上 述 のカデ ンツ ・パ ター ンの拡大で あると言え るほどである。 また これ らの

土台にある音配列 と して,朗 諦 音が3度,4度,5度 下 の音 とペ ンデル し,あ るいは,

そ れ らへ順次下降終止す るような ものが考 え られる(音 配列については[馬 淵1976:

41-43]参 照)。

非常 に概 略化 して いえば,Aグ ル ープ以外の歌(お よび録音 リス トに挙げたチ リミ

ァとタ ンボルの合奏)の 基 礎にある音配列お よび形式 は,次 のよ うに図式化 して示す

ことができ る。
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Dはdの 子供(学 令前?)が たわむれて歌 った ものだが,同 じカデ ンツ ・パ ター

ンをふ まえていて,そ の限 りで,こ の図式 の枠内にあ る。

Fグ ル ープには雑多な ものが含 まれて いるが,音 配列分析 については,今 まで述べ

た ことで十分で あろう。

G8-4は,eが ビオ リネ ッタ(=ハ モニカ)を 吹いて(G8-3a),同 じ曲だとい って

歌 って くれ たものであ る。旋 律 はa部 分で多少異 な って いたが,そ して リズム も8分

の6拍 子で あることがかな り明瞭に表現 されていたが,xに あた る部分で はハモニカ

と歌 とはほぼ合致 して いる。

またG7-6の 中 間で,歌 詞 の無 い部分の旋律には,GlO,ll,13に 録 音 されたチ リ

ミアの旋律 と合致す るものがあ る。チ リミアとタ ンボル の合奏 は計10曲 だが,旋 律素

材的には2群 に分 け られ,そ れぞれにおいて,リ ズム ・音型 レヴェルで即興的 に変奏

されてい るが,そ の旋律素材 はG7-6に 見 られる ものにほか な らない。

a,b,cお よ びfを 除 き,他 はすべてdの 依頼でわれわれの調査 に協力 して くれ た

人た ちであ る。 したが って,お そ らくdと 同 じcant6nHilomの 住 人であろ うし,

コ フラデ ィアを ともにす る人 たちであ るか ら,以 上に述 べた ことをどこまで一般化で

きるか はわか らな いが,多 分次に述べ る程度の ことは言 って もよいのではないか と思

われ る。

i)図 式Gで 示 した よ うな音配列および旋律構造 は,こ の土地の音楽 のひとつの基

本 的な ものであろ う。

ii)図 式Gそ の もので はないまで も,少 な くと もこの程度の段階にまで発展 した

音楽が,も ともとチ ャフル に存在 していたので あろう。 そ してそれがいわば受 け皿 と

な って西欧の音楽を受 けいれ たのであ ろう。

iii)現 在 の イシル語歌謡 は,Bグ ループ につ いて述べた ような リズ ム ・拍子 レヴ

ェルでの イシル化 と,旋 律形態 ・音階 レヴ ェルでのアカルチュ レーシ ョンとの相関的

様式を示す。 しか し,そ の中か ら,イ シル族 ない しチ ャフル本来 の要素を分析 によ っ

て明 らか にす ることは可能で あると考 えられ る。

〔付記〕

1～ 皿はもともと1977年3月 にはでき上っていたものであり,Nも その大部分は1978年 秋 には

書かれていたが,馬 淵の事情で最終的な完成が非常に遅れ,共 同執筆者八杉氏には大変申しわけ
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ないことになった。おわびしたい。

最後になったが,こ の調査に関して児島英雄氏(在 グアテマラ市)の 御好意 。御助力のお蔭を

大いに蒙ったこと,お よびProfesorJos6castafiedaM.(lnstitutoInd三genistaNacional所 長)

の御好意とに謝意を表する。(馬 淵 記)

本論のイシル語の歌詞には不明なところがあり,そ の分析はいまだ不十分である。イシル語は

マヤ諸語の発展を考える上で重要な言語であるため,機 会があればイシル語の調査を行い,そ の

際,本 論の歌詞の分析を完全なものとしたいと考えている。なお,本 館の垂水稔助教授,長 野泰

彦助手には草稿を閲覧のうえ,ご 助言をいただいた。心から謝意を表 したい。(八 杉 記)
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